
令和３年度使用西多摩地区町村立中学校教科用図書 選定教科書とその理由 
西多摩地区町村立中学校教科用図書採択協議会  

 美 術（日本文教出版） 保健体育（学研教育みらい） 

内  容 

①「絵画・彫刻」では、生徒作品や作家作品の図版が多く掲載され、授業で活用できる題材や内容が豊富である。
解説図が大きい。 

②「デザイン・工芸」では、グラフィックデザインや環境デザイン、メディアデザイン、紙、木、土、金属の工芸、
伝統工芸などバランスよく取り扱っている。 

③屏風の図版では、ページを実際に折って立てかけるようにできる工夫がされている。 

④テーマごとに考えられたタイトルとともに、取り上げた「各素材の魅力や個性」を引き出し、考えさせながら、

創作に向かわせる内容になっている。 

①保健編、体育編の指導内容が学年別になっていて、学年の学習内容が明確である。また、各学習単元で「学習の

目標」が示され、1時間の学習を通して何を学ぶかが明確になっている。 

②各学習のはじめに、経験や今ある知識を使って考えさせたり、取り組ませたりする項目「課題をつかむ」がある。 

③感染症の予防では、感染経路を断つ対策として、「手洗い・うがい」、「人混みを避ける」、「マスク」、「換気」等、

様々な例を示している。 

構成・分量 

①資料のページが充実している。(美術１、75ページ中17ページ、2・3、上65ページ中15ページ、2・3下67ペ
ージ中13ページ) 

②表現の活動と関連付けて指導できるよう「絵や彫刻など」と「デザインや工芸など」の中に「鑑賞する活動を主
にした題材」が含まれる。 

③作品画像や動画、技法等、ウェブ上にまとまっており、誌面上のQRコードからコンテンツが見られる。 

④生徒作品と作家作品はバランスよい分量になっている。冒頭や見開きで作家作品が扱われている。 

①各章末に「探求しよう」「章のまとめ」のページがある。 

②学年別に体育編と保健編がまとまった構成となっていて、学年の学習範囲が明確である。また、保健編と体育編

は7対3の割合で構成されている。 

③総187頁（口絵、さくいんを除く）で、保健編6章6単元、体育編3章3単元で構成されている。 

④「①課題をつかむ」「②本文」「③考える・調べる」「④まとめる・深める」のステップで、1 時間単位の流れが

明確になっている。 

表記・表現 

①興味・関心向上をねらいとした題材名が多く、副題がついている。 
②アイコンを使って学びの目標の観点を表記している。 
③見開きページでは、ページの折り目を屏風画の折り目と合わせたり、原寸大の写真を取り入れたりしている。 
④美術分野(絵や彫刻など)と表現・鑑賞を組み合わせて表記している。 
⑤各題材のメインとなる参考作品の写真の扱いが大きい。 
⑥明朝体とゴシック体が使い分けられている。 

⑦吹き出しで造形的な視点が表記されている。また、学びを支える資料では細かく制作手順や技法の説明がされて

いる。 

①各章の資料、イラスト、図、絵は落ち着いた色使いである。本文の説明とのバランスが適当である。 

②口絵の写真や説明などから、学習への導入に興味をもたせている。 

③文字は、はっきり読み取ることができるユニバーサルデザインフォントを使用している。 

使用上の便宜 

①「美術2・3」が上・下の分冊になっている。 
②ユニバーサルデザインの文字が使用されている。 

③折り込みページに大きな作品の全体像や、部分のズームアップを取り入れ、折り込みの裏ページの説明とも関連

させている。 

①章ごとに、「小学校で学習したこと」、「高校で学習すること」が掲載されている。 

②本の大きさはAB判である。 

③各単元に「コラム」を設けるとともに、ページの欄外に、学習に関連した情報を「情報サプリ」として紹介して、

知識の拡張につながるよう工夫している。 

④QRコードでアクセスできる、学習内容に関連したコンテンツが用意されている。 

 


